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学校番号 65 学 校 名 静岡県立磐田南高等学校（全） 校 長 名 野村 賢一 

 

１ スクール・ミッション 

校訓「質実剛健 真剣至誠 文武両道」の下、磐周地区の「学び」の拠点として、 

質の高い授業、生徒の自主性を尊重した学校行事や部活動を通じ、 

確かな学力と健やかでたくましい心身の育成を目指す。 

 

２ 目指す学校像 

(1) スクール・ポリシー 

グラデュエーション・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

本校では、自らの希望する進路

を実現する学力、社会に貢献しよ

うとする意欲、生涯を健康に過ご

すための体力を育成します。 

本校では、教科の学習を通じ

て、「知識や技能」の習得、「思考

力、判断力、表現力」及び「学び

に向かう自主的な態度」の育成を

図るとともに、身に付けた高度な

教科の力を、より良い社会の実現

に向け統合的に活用しようとす

る姿勢を育みます。 

本校への入学を志願する者に

は、校訓に込められた理念への賛

同と、意欲溢れる級友との切磋琢

磨により、自らの心身を鍛え、学

力を高める覚悟を求めます。 

 

 (2) スクール・ポリシー具現化の柱 

ア 自主・自律の精神を養い、幅広い教養と高い倫理観を身に付けさせる。 

  イ 自主的に学ぶ姿勢及び読書習慣を身に付けさせ、質の高い学力の定着を図る。 

  ウ 高いこころざしを育むとともに進路目標の実現を図る。 

  エ 課外活動や学校行事、国際交流などを通し、豊かな人間性を育成する。 

  オ 生徒の教育相談及び安全対策の充実を図る。 

カ 保護者、地域から信頼される学校づくりを推進する。 

 

３ 本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

ア 
徳のある人間

性の育成 

豊かな情操を身に着け、知見を深め

ることを目指し、読書を推進する。 

図書館の年間の貸出数5,000冊

以上 
図書課 

国際感覚の涵養を目指し、姉妹校で

あるマウンテンビュー高校との交流

を積極的に推進する。 

交流を通して互いの文化の良さ

をシェアする生徒80% 研修課 

イ 
確かな学力の

育成 

高度なデジタル・リテラシー習得を

目指し、授業におけるＩＣＴ機器活

用を推進する。 

ＩＣＴ機器を活用し、させる授

業を実践する教員100% 
情報管理課 

研修課 

授業改善、教科指導力向上により、

学力を一層向上させるとともに、学

びの基礎診断活用により、指導の在

り方を検証・改善する。 

基礎基本を大切にし、授業に主

体的に取組む生徒80%、測定ツー

ルを活用し、授業改善に取組む

教員90% 

教務課 

進路課 

理数科生徒のサイエンス事業への

積極的取組を推進する。 

理数科事業に積極的に取組む生

徒90% 
理数科 

ウ 

こころざしの

育成と進路目

標の実現 

高大連携事業等、オープンキャンパ

スへの参加を促す。 

高大連携事業参加50名、オープ

ンキャンパス参加率90%以上 
進路課 

２年生が実施するミニ大学に、大学

講師を積極的に招へいし、進路意識

を向上させる。 

ミニ大学を通して進路意識が向

上した生徒90% 進路課 



エ 

健やかでたく

ましい心身の

育成 

生徒を主体として学校行事及び部

活動を運営する。 

部活動や学校行事に積極的に取

組む生徒90%以上 
生徒課 

健康教育講座、保健だより等をとお

して、健康について理解を深める。 

自主的に健康管理ができる生徒

90% 
保健課 

オ 

安全・安心で、

信頼される学

校づくりの推

進 

生徒理解に努め、いじめ、ネットトラ

ブル、交通事故を未然に予防する。 

安全・安心な学校生活を送って

いる生徒100% 
生徒課 

ＳＣ、ＳＳＷとの緊密な連携によ

り、安全・安心な生活環境を整える。 

安全・安心な学校生活を送って

いる生徒100% 
保健課 

施設の安全点検を定期的に実施し、

学校施設の安全性を確保する。 

安心で快適な学校生活を送るこ

とができる環境整備 

保健課 

事務室 

校内や地域防災訓練に積極的に参

加させ、防災意識を向上させる。 

12月の地域防災訓練に参加する

生徒80% 
総務課 

学校に関する情報をホームページ

や学校通信を通して発信する。 

積極的に情報発信を行っている

とする保護者80% 
総務課 

カ 
ＷＬＢを考えた

働き方改革 

時間外勤務の把握し、業務の整理と

定時退勤日を奨励する。 

定時退勤や時間外業務の縮減を

意識する教職員90% 
管理職 

 


